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生涯教育の一方法としてのラボ・トレーニング

坂 口 順 治
（江敬大学）

Ｉ

生涯教育論が世の脚光を浴びてからすでに久しい。しかし，はなばなしく論議
されてきたわりには，抽象論やあいまいな理念論に終始しているように見受けら
れる。さらに，生涯教育の対策方法論やシステム論が先行して，内実の課題より
も外延的領域の論議が盛んになって､実質的な進展が遅れているように思われる。
その要因はどこにあるのだろうか。ひとつには，生涯教育論の中核ともなる｢生
きがい」に迫る実践的な研究が不足しているからではなかろうか。生涯教育をい
きがい教育とも発音できるように成人においては主体性の確立や修11ｆという人間
唯活の根本命題に直接かかわる教育実践の研究が必要である。
ところが，こうしたアプローチが少ないのは，総論的に扱うことが容易である

のに対して，具体的課題としてかかわ')，個人の心理的1lt界に立ち入ることにな
る教育実践には抵抗感があり，方法論が不足していると思われる。元来，個人の
内的課題である生きがいを直接的に介入していくのは教育ではなし‘という立場も
ある。また生涯教育は所有(have)から存在(be)への覚醒的学習であるから，
個人にゆだねることが基本であるとも言える。さらに，成人教育はその環境整備
やシステムづくりに寄与するのが本米的なあり方で，個別的な‘猟魍は直接的には
取')扱わないという立場もあろう。
しかし，人間生活の根本的命題である「生きがい」に直接かかわることなくし

て生涯教育の論議の発腱はみられない。この'1論では，あえてl#[接的な「生きが
い」を見直すラボラトリー・トレーニングの過程を考察して，周辺的，外延的生
涯教育論者との論議の材料を提供したい。
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I I

「生きがい｣の概念定義はむずかしい。生きる価値，意味のあるものと言っては，
日本語の感覚的なふくらみが消えてしまう。

（１）
ここではCantrilの言う「経験の高揚」を用いることにしたい。彼によれば，
もともと人間は経験するとき直観的に価値判断を行うようにできている。それを
価値属性と呼び、人間の諜遍的、本質的な欲求は，経験の価値属性の増大を求め
る欲求であり，その欲求が満たされたとき，それは経験の高揚と感じとられ，そ
の感じは本人だけによって行われるものであると言う。したがって，他人から見
て成功したという経験であっても.l'l分脚身が経験の高揚を感じなければ，それ
はｎ分にとって成功とは言えないのである。これが生涯教育の課題である「生き
がい」をとり扱う特徴的な側面であると言えよう。
自分自身が経験のI笥揚を感じることは，自分以外にはできない。しかし，経験

の高揚を感じるためには，自分以外からのフィード．バックを受け，その相互作
用を体験する過程を経なければ得られない。その過程は，他人との交流を通して、
自らの態度の形成や変容が生じるわけである。経験の高揚は，他者と相互交流の
過程を媒介とした自律的な行為であると言えよう。

1I1

生きがいをみなおすトレーニングとしてのラボラトリー(実験室的な試みの意，
以下ラボと略す）は、グループ過程を体験し，その体験を媒介として各人が自ら
の経験の高揚をはかるトレーニングである。トレーニングは一般に知識，技能‘
態度を包含した研修であるが，ラボはとくに態度の形成，変容に焦点をあてた研
修である。生きがい感は態度であり，態度は自らの体験を通して自律的に形成，
変容していくものであるから．ラボは各人が自らの力で形成，変容を容易に可能
にする機会を提供することである。ラボという名称をもつのは､H常的煩雑な生
活環境から離れた自由な雰囲気の中で，実験室的な種々の試みが許されている状
況の下で、自らが他人とのかかわりあいの体験を通して，人間関係の力動的集団
過程を体得できる学習環境を設定しているからである。

（２）
ラボの目的はBennis&Scheinによれば,１．自己理解とFI己洞察の拡大。
２．集団機能の促進と阻害の諸条件の理解。３．個人・集団・組織の行動診断技

（３）
能の向上を体得することをあげている。また,Weschlerらは，個人の社会的感
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受性と采軟‘性の体得と述べ，グループ・プロセスの自己発見を強洲している。筆
（４１
者は、I'|らの教育研修の経験から、ラボの特徴であるグループの形成，発達の段
階に照らして態度の形成，変容があるとしている。第１段階では，関係的存在の
洞察と理解であり，第２段階では、集団の中の自己と役割の理解であり，第３段
階では．創造的行動を行う態度の形成であるとしている。

IV

ラボの方法は，ある一定期間，日常生活から離れた、いわば「文化的孤島」の
中で集中的合宿研修を行う。その中核的な教育研修方法にはＴグループ(Training
Groupの略)がある。Ｔグループは、比較的少数のメンバー(５名から12名程度）
によって綱成され，無構造的集合体が会合を重ねてし、〈にしたがって集付|として
の組織をもつようになる過程を体験することによって自己覚知，他人との関係，
グループの力動的過程の理解をふかめていく自覚的な学習方式である。そのほか．
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Ｔグループ以外の形式で体験学習を一般化したり理論化する方法も用いられ，さ
らに実習的な手法をも活用して、態度の形成，変容をうながす総合的なう°ログラ
ムが展開される。第１表は，筆者らが主催しているラボの日程表の例示である。
この日程表は,Tグループの発展段階に呼応しながら，実習をはさみ，自由時

間や，講義の時間などによって構成されている。また，参加者の動向，グループ
の発展状況に照らしてその都度作成されるため，各回ともちがっている。いわば，
日程表は，トレーニングの結果として歩んで来た軌跡の一覧表であるとも言えよ
う。

Ｖ

ラボ・トレーニングの創始者は,グループ･ダイナミックスの父,Lewinである。
1946年の夏，アメリカのユダヤ人差別撤廃運動のリーダー養成を行っていた研
修会の中で発見された。同じひとつの行動の認知と評価が，参加者や観察者の立
場によって，またその人たちの価値観によってちがっていることがわかり，フィ
ード・バックすることによって相互の認知と各自の理解がさらにふかまり，集団
も成長していくことが認められた。そして、成人の再教育訓練として最適である

(5)
との結果をまとめ,NTL(NationalTrainingLaboratories)が発足し，現在
に至っている。
Rogers(6)がラボ方式の研修方法は，今世紀最大の社会的発明であると絶賛した
ように，生きがいにかかわる主体的体験学習の研修はつぎのような特徴をあげる
ことができよう。
１）う°ロセス中心の学習である。自己体験を積み重ねて新しい態度や行動を体

得するという帰納的な学習であるから，学習過程を重要視する。つまり，学習者
の認知や態度に変化を及ぼす状況が，学習される内容よりも強調される。一人ひ
とりが集団過程における自覚的な学習をしていくのであるから、そのプロセスを
大切にするわけである。
２）いまここでの体験学習を強調する。知識や技能の学習には外部からの知識

や情報の注入をしたり，関連領域の研究成果を素材にしながら学習することが多
い。しかしラボは，参加しているその場にいまここで生起している人間関係の事
象そのものを実体験する。傍観者の立場をとったり，観念的な理解をするのでは
なく，実存としてときとところを共有する体験を大切にしている。
３）フィード・バックが学習を促進する。フィード・バックは，自分の感情や

情緒を含む言動が他の人たちにどのようにとらえられているか、また他の人たち
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第２表体験学習法と知識学習との比較

全体観の人間像を強調する。
主観の相互交流を素材とした学習。
感情や非合理的側面も強調する。
成長・変化が動的に生じる（覚醒・
悟り）学習。
自発的な気づきを重要視する自律的
方 法 。 -
具体的人間の理解をするから（関係
的理解)，葛藤や緊張がある。

能力，知識を強調する。
客観的データーを素材にした学習。
合理性，理性を強調する。
静態的な学習（蓄積型)。

他者誘導型の他律的方法。

一般性のある人間理解(対象的理解）
をするから対人間の葛藤はない。

や集団が自分をどのようにみているかを確認する過程であり，相互の交流によっ
て、相互に影響し合い、受けとめることによって、各自が自由にその体験を意味
づけていくことができるのである。フィード・バックを受けとめ，それを吟味す
ることこそラボ・トレーニングのエッセンスであると言えよう。
４）許容的雰併l気と，自由選択の場が保証されていること。生きがいにかかわ

る態度の形成・変容や人間関係の改善は、頭のレベルで考えて出来るものではな
く，感じることによって出会い、相互に受容することによって体得されるもので
ある。それには気持の交流がスムーズに行われるための心理的に安全な開かれた
雰囲気が必要である。感情交流の許容的風土が保たれてこそ可能であると言えよ
う。さらに，こうした開放された自由で安全な雰囲気の中でこそ，自由選択の決
断が可能になる，と言えよう。集団過程において試行錯誤をくり返しながら，自
らがよいとする価値判断によって選びとっていく体験学習であるから，それを促
進するための許容された集団過程が必要である。権威者からの指示や強制，集団
からの圧力などによって行動指針などが押しつけられることのない場が用意され
るのである。
このようにラボ・トレーニングの方法的特徴は，個人の経験の高揚を効果的に

はたすための環境の確保が学習の焦点化にあると言えよう。こうした特徴を知識
中心的な学習と比較してみると第２表のようにあらわすことができよう。ここで
は体験学習型を他の学習のタイプとの対比によって，ラボ・トレーニングの方法
的特徴を明確化するものである。

VI

ラボ・トレーニングの中核を占めるＴグループには集団としての発展過程があ
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り，その過程における体験学習が重要な意味をもっている。しからば､Tグルー
プの発展過程とその1'１で何が強調され，試行錯誤の学習のプラスのImとマイナス
の面にはどんなものがあるのだろうか。Ｔグループの発展段階に即して例示して
みるとつぎのようになる。
第１段階。この段階は，自分や他人，グループのかかわりを通してフィード．
パックをしてI'ILLilnl察を深める段階である。いわば、相互探索の時期である。クﾞ
ループの視点からはつぎの特徴があげられる。
a)自己開示とフィード・パック。グループの雰|州気が許容的であl)相互信頼

の風土ができあがってくると，自己開示が容易になってくると同時に，フィード．
（７）（､ソクも活発に行われる。ちょうどLuftの「心の四つの窓」の開放された部分

が拡大化される方向にはたらく。個人にとってみれば，フィード・パ.ソクによっ
て自分の盲点へのildl察を得る絶好の機会であり、グループならではの学習となる。
しかし，それがマイナスにはたらくと自信喪失につながっていくこともある。こ
うした相互交流のダイナミ･ソクな作用がフイード・パ､ソクを促進させる。
b)感情表現。体験学習は主として感情・情緒の交流を基盤にするから，率直

にしかも自由な感情表現がなされるとき学習が促進される。しかし、マイナスに
はたらくときには，ほんとうに自分が感じていることよりも．グループに認めて
もらいたいための同調的な表現になるきらいもある。こうした場合，リーダーや，
メンバーのフィード・バックなどによって修正していく。
c)凝集性。グループ・メンバーの一員として所属している感じをもつことに

よってメンバー間のかかわりが活発にな')凝集性を高めていく。このことによっ
て，グループ内のコミュニケーションがふかまる。逆に所属することがグループ
からの強制のように受けとられてしまい，自らの判断と行動よりもグループの圧
力を感じてしまう場合もある。こうした場合，メンバー一人ひとりの自覚や判断
を確認していくことに重点をおいて交流する必要がある。
d)リーダーの影郷。グループ°を支配するトレーナーの力、あるいはリーダー

シップを発揮するメンバーの影郷力を受けることが多いのがこの段階である。そ
の影響力を受けとめて納得していく場合と、操作されていると受けとめ，あたか
も操り人形のように支配されているととらえてしまうことがある。また，リーダ
ーの力はしばしば恐怖を感じさせて,防衛的にならざるを得ない場面もでてくる。
しかし，こうしたマイナスに受けとめてしまう状況の中から、相互億頓の風土を
つくりだす努力をすることによって学習がうながされる。
このように，第１段階では、グループ・メンバー相互の交流を通して人間関係

の理解をふかめ，自己受容・他己受容，相互の信頼関係を形成していく。こうし
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た過程の中で自らの価値観の修正などを行うのである。
第２段階。この段階は第１段階の相互の交流による探索的な活動から脱して，
相互に認めあって形成していく集団づくし)の段階である。いわば集団化期と呼ぶ
ことができよう。その特徴を列挙すると，
a)グループ課題への取り組み。グループが直面している課題に対して共通の

認識をもった上で，その解決へと立ち向う協力関係を形成していく。そこには個
人がとらえている固定的な問題のとらえ方を拡大していくはたらきがあI),無責
任な同調行動からも解放されて，主体的に取り組むメンバーとなっていく。
b)規範の形成。グループが独自な行動基準を創り出し，それを維持するため

のはたらきに参加する。それは一人ひとI)がグループのユニークな行動基準をつ
くりだす活動に参画することであって,無批判に規範を受けとめることではない。
むしろ，積極的なグループの腰|淵をはかる意欲の結集をすることにある。
c)役割の柔軟さ。リーダーはリーダーとして|古l定化されるのではな<,グル

ープにとって必要な役割を取得することに軍点がおかれる。いわば役割の交代が
適宜行われる自由さがあると言えよう。自分の役割の型にはまり込むことではな
く、メンバーそれぞれがそのときに必要な役宵l1と貞任を担うことができるような
分有的リーダーシップを発揮する。
このように，第２段階では集団としての行動をとらえながら，それが個人の中

でどのように統合化されていくか，また，個人の持ち味を集団的行動に活用でき
るように柔軟性をもった行動ができ，自分の価値と集団としての価値やその役割
的行動とのジレンマをも体得しながら、グループ・メンバーとしての効果的な行
動をとるようになっていくのである。
第３段階。この段階は,Tグループの成熟段階であって，グループとしても個

人としても、自由に振舞いしかも責任ある主体者として行動する段階である。そ
の特徴的なものは，グループ活動のコンセンサス（合一致の集刷決定）が可能に
なり，メンバー，トレーナーの役割から解放された新しい創造的な役割を自らと
ることができるようになり，相互信頼，愛他風土の中で自らの新しい態度を形成
していく。
このように,Tグループの発展段階の中でお互いが影響し合ってそれぞれの自

覚と自由選択によって学習し，価値や態度の形成と変容を行っていくのである。

VII
（８）

ラボ・トレーニングの学習過程を、Ａさんの事例のＴグループを通して簡単に
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記述しよう。
Ａさん，２４歳の女子。大学を卒業しても就職もせず，私塾のパート講師で暮ら
している。教育に対して情熱をもっているわけでもなく，とりとめもない生活態
度であった。知人のすすめもあって．気分転換にもなるという軽い気持でラボに
参加した。（５泊６日の合宿Ｔグループは17回）
第1日目は沈黙を守り，全体の様子をうかがっていた。自分の,し,の世界に入っ

て自由な連想の旅をつづけていた。ただ，グループの輪の中に座ってはいるけれ
ども，カヤの外とメンバーからも指摘されていた。第２日目の午後から夜にかけ
ては，グループの雰囲気も柔らいできて，自分からもしゃべる気持になってきた。
落ち込んでしまった大学生活後半の状態，その要因は両親の育て方にあったと思
うこと、何ひとつ自分自身の足で歩んだことのない過去であること、両親の教育
熱心が空洞化した自分をつくったのだという不満を述べた。グループは，すなお
にＡさんの発言をうけとめていった。Ａさんの気持は軽くなり，いま体験してい
るのは不思議な感じがする〈･らいよいものであると述べた。小学生のころ彼女は
転勤の多い父親に接触を願望して，玩具のミシンが欲しいとねだると，たちどこ
ろにそのミシンは枕元におかれていたと言う。父親に甘えたい気持，言い寄って
いきたいプロセスがなくて，モノが与えられてしまう気持の不満がとれなかった
という。ところがこのグループではプロセスを受けとめてくれた気持のよさを感
じているというわけであった。
このときから、消極的であったＡさんは、積極的に他のメンバーにもかかわる

ようにな!)，自分の価値尺度だけでものごとを判断しても何も通じないことなど
がグループ°の共通理解になっていった。
その日の終了真近かになって、ＴさんはＡさんに近づいて泣きだして述べた。

Ｔさんは主婦で二人の子どもがおり元教員でもあった｡｢Ａさんはめく・まれた環境
に育ち，失敗の経験もなく育って来られた。両親の気配')が痛いほどわかる。に
もかかわらず，親が悪かったという。私には許せないことだ。感謝すべきことを
悪の原因と言っている。。…･･｣Tさんの発言内容と感極まった感情はグループに
緊張をもたらした。Ａさん自身も以前に発言したときから，自分の両親への態度
も徐々に変わっていた。またメンバーやグノレーフ°に対しても見方を変えていた。
一方,Tさんの涙はＡさんの親の立場だけのものではなく、Ｔさん自身のかかえ
ている問題の投影でもあった。
第３1１0にはグループはＴさんの変化してきた振舞いを感じとっていた。Ｔさ
んは,Aさんの心の内面を知らされたとき，自分が受験期の子どもに細心の配慮
をしているのにもかかわらず，それに応えてくれないはがゆさを不満としてもつ
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ていたが、自分一人がどんなによいと確信してとった行動でも，相手を無視した
ことによって生じるものであるととらえていた。Ａさんの振舞いからＴさんは学
習した。
その後は他のメンバーとの交流の中でＡさんがリーダーシップ．をとって相互の

交流を深化させていった。第５日目には、グループの規範かでき，自分から気づ
いたらよいとかⅧ自分の世界におればよいというのではなく，お互いが関係し合
う中に新しいものが発見されるというものであった。
最終日には将来に向ってのグループ・メンバー各自のあり方などが話し合われ
た。Ｔさんは、教師をしていた昔，ダダッ子で手がかかった子供が卒業式のとき
には，りっぱな少年になっている姿をみて感激したことがあったが，いまこのグ
ループのダダッ子としての私に期待して欲しいと述べた。Ａさんは勇気をもって
事にあたれば何とか切り拓かれる自信がもてたなどの感想をもらしていた。
このようにグループのプロセス体験を通して自覚をしなおし，新しい態度の形

成や行動の変容をとげていったのである。Ａさんはその後浪人生活に別れを告げ．
教員試験にパスして高校教師の生活をおくり，生徒の部活動や生活指導の担任も
している。Ｔさんは子どもたちとの関係も回復して，地域のボランティア活動に
励んでいる。他のメンバーもそれぞれに新しい世界を積極的に生きているようで
ある。

Vlll

生きがい感を経験の高揚としてとらえ，態度の形成・変容を自覚的な体験学習
によって体得していくラボ・Ｉ､レーニングの成果は，すべて目標通りに成果をあ
げているとは言いがたい(，参加肴の動機づけ，人生経験の濃淡，グループ・メン
バーの構成，トレーナーの資質能力，研修プログラムの構造など多くの要因があ
げられよう。ただここでは，集団心理療法として用いられるグループ法や，エン
カウンター・グループ°にみられるファシリテーター（リーダー，トレーナーと類
似した機能）とは役割や立脚点がちがうことだけを記したい。
ラボのトレーナーは，リーダーの役割をはたしながら，後半にはメンバーと区

別のつかないように柔軟に変容していくことによって、グループ・プロセスがよ
りダイナミックに作用するのである。ラボ・トレーニングはあくまでも成人学習
の一方法として、しかも生涯教育のII'心的課題である'ｔきがいを直接の課題とし
た価値や態度の形成にかかわる集団研修であるから，心理治療そのものをねらい
にしてはいないことだけは明記したい。
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